
移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流
人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わ
る人々のことを「○○人口」という。
○○に入る文字は何でしょうか。

このコーナーでは、随時他府県との記事交換を
行っています。今回は福島県からのお便りです。

お申し込み
いただいた方には
広報隊グッズを

プレゼントします。

［問］福島県広報課 ☎024-521-7124［問］「宝くじ公式サイト」または「宝くじコールセンター」まで
☎0570-01-1192（ナビダイヤル） 
☎011-330-0777  ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま 検索  

●12月1日のイベントについては詳しく分かりやすく是非見に行きたいと思った。（60代） 
●県政の取り組みに加え、イベントの情報も掲載されており、生活する上での参考になります。（20代） 
●今、子育て真っ最中ですが、切れ目のない支援のおかげで安心して子育てできている様に感じます。（30代）

とくしま特選ブランド
クイズ&プレゼント

年末ジャンボ宝くじ発売中！
お買い求めはぜひ県内で！

●プレゼント

応募は
こちら

アルコール度数を12度と低く、お酒が苦手な
方でも飲みやすく、香り高くのどごしの良いお
酒に仕上げました。ふわっと鼻をくすぐる芳醇
な梅の香り、フルーティーな甘さとキレのある
味わいをお楽しみください。

美郷の梅酒 ホーホケキョ
［提供］株式会社千里 東野リキュール製造場

点字版広報紙や声の広報をご希望の方は、
視聴覚障がい者支援センターへ
☎088-631-1400 F088-631-1500

徳島ガンバロウズ

Q

B3リーグ2024-2025シーズン ［ホームゲーム］ あわとくVOICE

●福島県は東日本大震災から10年を機に策定したスローガン
「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」をPRする「広報隊」を募

集しています。現在、県内外の4万9千人を越える方々に登録い
ただいております。
●広報隊には企業や学校、グループはもちろん、個人でも登録
が可能です。スローガンに共感してくださる方々、福島県に思い
を寄せ、応援してくださる方々のご登録をお待ちしております。

●徳島県内の売り場等で販売
された宝くじの売上金のうち、
約40%が収益金として徳島県
の貴重な収入となり、少子高齢
化対策、防災・減災対策などの
事業に使われています。宝くじ
は、ぜひ県内でお買い求めくだ
さい。

徳島県の宝くじ収益金を活用した
事業のご紹介（令和5年度事業例）
児童生徒が安心・安全に学ぶことがで
きる教育環境を確保するため、県立学
校施設の長寿命化改修を行いました。

「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
広報隊募集中！12月21日（土）まで、年末ジャンボ宝くじが好評発売中です

詳しくは
こちら

試合日程

12/21土15：00・12/22日13：00  
会場：とくぎんトモニアリーナ

県財政課
宝くじHPはこちら

●応募締切  12月25日水必着
答え、住所、氏名、年齢、感想、取り上げて欲しいテーマなどを
記入の上、はがき、Eメール（宛先は表紙下部に記載）、または
県公式LINEのメニューからご応募ください。
11月号の正解は「こども」でした。

抽選で
５名様

みんなに、笑顔を。
広げよう、とくしま支援の輪。

苦しい生活環境にある県民の方々に対し、社会福祉法人やNPO法人といった「民間
支援団体」が、それぞれの困りごとに寄り添う形で支援活動を行っています。
こうした民間支援団体の方々が継続して活動できるよう、県では「生活支援ネット
ワーク」を構築。「物資の提供」や「運送」にご協力いただける事業者を「サポート事業
者」として連携を図り、持続可能な仕組みづくりを行っています。

［問］県地域共生推進課 ☎088-621-2166 F088-621-2913

  サポート事業者（食品等の提供）登録のお願い
生活支援ネットワークの更なる拡大に向けて、サポート事業者として応援いただける
事業者の方を募集しています。「支援の輪」拡大に、ご登録をお願いします。

  12月・年末支援の予定 行政機関等が休みとなる12月、困窮者の不安解消に年末支援を行う団体を
ご紹介します。 ※他の団体の活動予定は、右記ポータルサイトにて随時更新。

県内では、100を超える団体が、居場所づくりや相談支援、食事支援など様々な形で支援活動をしています。
県では、こうした民間支援団体の活動情報などを、ポータルサイトで積極的に情報発信しています。民間支援団体
県では民間支援団体の連携を深め、多くの事業者の協力を得る「生活支援ネットワーク」を構築しています。
多くの事業者が「サポート事業者」として参画いただき、それぞれの方法で民間支援団体の活動を応援しています。生活支援ネットワーク

  生活支援ネットワーク
  ポータルサイト
民間支援団体の方々が日々行っ
ている活動内容や、サポート事業者として参画いただい
ている事業者の皆様について、「生活支援ネットワーク
ポータルサイト」にて、積極的な
PRにも取り組んでいます。

ポータルサイトは
こちら●子ども未来サポートもぐ

　12月26日木 インスタグラム

●フードバンクとくしま 
　12月28日土 ホームページ

サポート事業者
新規登録ページ

認定NPO法人  フードバンクとくしま
理事長  清

き よ た

田 麻
ま り こ

利子さん
｢もったいないからありがとうへ｣を合い言
葉に、食品ロスの削減と生活困窮者支援
に取り組んでいます。企業や団体・個人か
ら寄贈された食材を、生活の厳しい方々
に提供する活動をはじめ、キッチンカーによる「移動子ども食
堂」や「フードバンク農園」による就労支援も実施。食品ロス削
減の講演活動も幅広く行っています。

一般社団法人  子ども未来サポートもぐ
代表理事  内

うちむら

村 不
ふ じ こ

二子さん
子どもの「食」に特化し、子どもの健全な
育成を目指すボランティア団体です。空腹
のまま朝を迎える子どもがいない徳島県
を目指して、子ども食堂の開催やフードド
ライブの実施、困窮家庭への食糧支援等の活動を行っていま
す。同じ想いを持った団体や自治体、企業が連携することで、
子どもたちの未来を築いていきたいです。

わかや食農デリ合同会社
代表  浅

あ さ の

野 雄
か つ し

司さん
新鮮な野菜や果物を農産市場へ代行納品
するのが、私たちの仕事です。現在は週2回
の頻度で、農家様からいただいた規格外の
農作物や過剰生産物を「フードバンクとく
しま」に寄贈しています。同様に、板野郡内や吉野川市内の子
ども食堂・フードパントリーにも寄贈しているほか、各イベント
への協賛も積極的に行っています。

●生活支援ネットワーク参加団体の活動例


